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最悪の事態

【W】
大規模地震に伴
う、住宅・建物・
不特定多数が集
まる施設等の複
合的・大規模倒
壊による多数の
死傷者の発生

【D】
道路上の
閉塞

初期事象

【A】
大規模地震
の発生

「（1-1）大規模地震に伴う、住宅・建物・不特定多数が集まる施設等の複合的・大規模倒壊による
多数の死傷者の発生」のフローチャート

【B】
住宅・建物・
不特定多数
が集まる施
設等の被害

【E】
死傷者の
発生

物的被害 問題事象
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【Ｃ】
土木構造
物の被害

8

10

起きてはならない最悪の事態１－１のフローチャート

1

【G】
危険な場所
に閉じ込め
られる

【F】
災害リスクの高
い場所への
人口集中

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



2※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

問題事象物的被害 最悪の事態

【W】
地震に伴う密
集市街地等の
大規模火災の
発生による多
数の死傷者の
発生

「（1-2）地震に伴う密集市街地等の大規模火災の発生による多数の死傷者の発生」のフローチャート

【B】
住宅・建物
の被害

【Q】
消防活動
が追いつ
かない

初期事象

【A】
地震の発生

4

5
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2
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7

3

5

6

6

1

5

1

7

3

5

【G】FC 5-1

（略）→ 情報サービス
の機能停止

1

1

2

3【E】
密集市街
地の存在

【K】
危険な場
所に閉じ込
められる

【M】
情報が錯
綜する

【L】
避難経路・
避難場所
がない/使
えない

【N】
消防用水
の慢性的
不足

【I】
道路の
閉塞

【H】
周辺建物へ
の火災被害
の拡大

3 2

1 1

1

267

4

1

2 3

1

1

例）飛び火

【O】
災害リス
クの高い
場所への
人口集中

1

【P】
逃げ遅れ
の発生

5 7

【C】
土木構造
物の被害

2 3

2

2

【J】
上水道等の
供給停止

22

2

1

【D】
同時多発的に
火災が発生

3

8

5

2

1

【F】
上水道施設
等の被害

起きてはならない最悪の事態１－２のフローチャート



問題事象 最悪の事態

【W】
広域にわたる
大規模津波
による多数の
死傷者の
発生

「（1-3）広域にわたる大規模津波による多数の死傷者の発生」のフローチャート

物的被害

【J】
避難経路・
避難場所
が使えない

【P】
発見され難い
場所に避難
してしまう

【A-2】
大規模津波の
発生

例）構造物・電柱等占有物・信号機など

【L】
津波の
浸水

【C】
道路・鉄道施設
等の被害

【M】
情報を収
集できない

堤防等の被害

【I】FC 5-1

（略）→

下
【F】

下水等集排水管路、
揚水施設の被害

【E】
河川管理施設
の被害

【B】
住宅・建物の
被害

【D】
海岸保全施設等

の被害

港湾・漁港の被害

【H】
漁港施設の
被害

【G】
港湾施設の
被害

【K】
船舶を利
用し、沖に
逃げること
ができない

7

7

17
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【N】
逃げ遅れ
の発生

初期事象

【A-1】
地震の発生
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2
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【O】
災害リス
クの高い
場所への
人口集中

【Q】
漂流・孤立
する

8

10

3

4

3

4

1

3

4

7

4

5

4

2

3

3

3

5

1

1

3 3

1 1

DL

EL

FL

DL
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GK HK

GK HK

A1G A1H

A1GA1H

A1D

A1E

A1D

A1E

A1F

A1F

A2D

A2E

A2F

A2D

A2E

A2F

3

情報サービス
の機能停止

起きてはならない最悪の事態１－３のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



4※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
突発的又は広
域的な洪水・
高潮に伴う長
期的な市街地
等の浸水によ
る多数の死傷
者の発生（ため
池の損壊によ
るものや、防災
インフラの損
壊・機能不全
等による洪水・
高潮等に対す
る脆弱な防災
能力の長期化
に伴うものを含

む）

「（1-4）突発的又は広域的な洪水・高潮に伴う長期的な市街地等の浸水による多数の死傷者の発生（ため池の損壊によるものや、
防災インフラの損壊・機能不全等による洪水・高潮等に対する脆弱な防災能力の長期化に伴うものを含む）」のフローチャート

初期事象

【A】
異常気象等
（台風、大
雨、高潮
等）の発生

例）構造物・電柱等占有物・
信号機など

【G】FC 5-1

（略）→

堤防等の被害

【D】
下水等集排水管路、
揚水施設の被害

【C】
河川管理施設
の被害

【B】
ため池・海岸保
全施設等の被害

7

6

3

4

11

6

6

3

4

8

8

10

6

11

6

6

7
8

6

2

1

1

2

2

6

【H】
突発的又は
広域かつ長
期的な浸水
の発生

【K】
必要情
報を収
集でき
ない、避
難方法
がわか
らない

【O】
災害リス
クの高い
場所への
人口集中

1 5

3 5 2

3

3 1

AB AC

AB AC AD

BG DG

BH

812

10

14

【W1】
多数の死
傷者の
発生

【W2】
防災インフ
ラの長期間
にわたる
機能不全

【M】
FC 5-4

（略）→ 復旧工事の
遅れ

5

4

【F】
防災インフラの

被害

【L】
避難経
路・避難
場所が使
えない

情報サービス
の機能停止

6

1

【J】
防災インフラの機能

停止

【E】
道路・鉄道施
設等の被害

【N】
逃げ遅れ
の発生

起きてはならない最悪の事態１－４のフローチャート

【I】
地下街や
地下鉄な
ど地下空
間の浸水



5※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

「（1-5）大規模な土砂災害（深層崩壊、土砂・洪水氾濫、天然ダムの決壊など）等による
多数の死傷者の発生」のフローチャート

物的被害
問題事象 最悪の事態

【W】
大規模な土砂
災害（深層崩
壊、土砂・洪水
氾濫、天然ダ
ムの決壊など）
等による多数の
死傷者の発生

【E】
森林の被害

【K】
逃げ遅れの発生

例）下水等集排水管路、揚水施設、
土砂災害防止施設

【B】
道路・鉄道施
設等の被害

初期事象

【A】
大規模な土
砂災害（深
層崩壊、土
砂・洪水氾
濫、天然ダ
ムの決壊な
ど）等の発生

例）構造物・電柱等占有物・信号機など

【L】
大量の流木・
土石流の市
街地流入

【G】FC 5-1

（略）→ 情報サービス
の機能停止

【H】
情報を収集
できない

8

5

4

14
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1
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8

4
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4

5

8

5

5

8

1

2

7

4

8
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8

3

【F】
天然ダムの形成

【I】
避難経路・避難
場所が使えない

【J】
天然ダムの決壊

【D】
防災インフラ
の被害

【C】
住宅・建物の
被害

起きてはならない最悪の事態１－５のフローチャート

4



6

問題事象物的被害

「（1-6）火山噴火や火山噴出物の流出等による多数の死傷者の発生」のフローチャート

最悪の事態

【W】
火山噴火や火
山噴出物の流
出等による多数
の死傷者の
発生

【I】
逃げ遅れの発生

例）土砂災害防止施設、
火山避難施設

例）構造物・電柱等占有物・
信号機など

【J】
大量の流木・
土石流の市
街地流入

【F】FC 5-1

（略）→ 情報サービス
の機能停止

【G】
情報を収集
できない
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18

5
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5
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2
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4
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5

5

5
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1

2
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4

8
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4
8

3

【C】
防災インフラ
の被害

【H】
避難経路・避
難場所が使え
ない

【E】
住宅・建物の
被害

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

起きてはならない最悪の事態１－６のフローチャート

【B】
道路・鉄道施
設等の被害

初期事象

【A】
大規模な火
山噴火や火
山噴出物の
流出等の
発生

8

【D】
森林の被害



最悪の事態

【W】
暴風雪や豪
雪等に伴う多
数の死傷者の
発生

「（１-7）暴風雪や豪雪等に伴う多数の死傷者の発生」のフローチャート

【Ｃ】
住宅・建物の
被害

【I】
多数の
遭難者の
発生

【Ｂ】
雪崩の発生

【J】
食料・飲料水
等が足りない

物的被害

問題事象

初期事象

【A】
暴風雪・豪
雪の発生 【G】

退避行動の
遅れ

【E】FC 5-1

（略）→ 情報サービス
の機能停止

1

7
11

6

2

4

7

7

6

4

7

5

2

1

7
9

7

1

1

2
2

3

2

3

【K】
暖がとれない

【D】
電力関連施設
の被害

3

1

1

7

【F】
情報を収集
できない

起きてはならない最悪の事態１－７のフローチャート

【H】
身動きが
取れない
（孤立）

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



物的被害

問題事象 最悪の事態

【W】
自衛隊、警察、
消防、海保等
の被災等によ
る救助・救急
活動等の絶対
的不足

「（2-1） 自衛隊、警察、消防、海保等の被災等による救助・救急活動等の絶対的不足」のフローチャート

【J】
関係機関間の
連携の不足等、
総合的な対応
力が低下する

【E】
FC 5-5

（略）

【B】
救助施設、人員、
資機材の被害

【F】
活動拠点を
確保できない

交通が麻痺
する

14

15

23

14

17

12

11

9

13

12

11

14

10

11

11

14

13

10

16

11

20

10

11

7

4

4

5

1

5

2

4

2

2

2

3

2

2

4

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【D】
通信関連
施設の被害

7

【G】
地域の救助・
救急活動資源
が足りない

【I】
情報が
錯綜する

【H】
人・資機材が
供給できない

5

13

【C】
一般住民が
負傷する

3

10

14

16

8

8

起きてはならない最悪の事態２－１のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



最悪の事態

【W】
医療施設及
び関係者の
絶対的不足・
被災、支援
ルートの途絶、
エネルギー供
給の途絶によ
る医療機能の
麻痺

「（2-2）医療施設及び関係者の絶対的不足・被災、支援ルートの途絶、
エネルギー供給の途絶による医療機能の麻痺」のフローチャート

【I】
医療関係者
が参集でき
ない

【Ｄ】FC 5-2,5-3

ｴﾈﾙｷﾞｰ供給
の停止

（略）

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【B】
救命施設の
被害

【F】
目標1

多数の負傷
者の発生

（略）

【J】
医療施設の
機能が停止
する

【K】
医療関係者
が不足する

物的被害 問題事象

【Ｅ】FC 5-5

（略）
交通が麻痺
する

7

1

15

17

2

7

7

7

2

4

9

17

19

1

1

1

【L】
負傷者を
収容しきれ
ない

2

4

1

1

【C】 FC 5-4

（略）
上水道等の
供給停止

34 1

4

4

11

14

9

【H】
規模の想定が

ない

起きてはならない最悪の事態２－２のフローチャート

【G】
支援物資が
届かない

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



10※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

問題事象 最悪の事態

【W】
劣悪な避難生
活環境、不十
分な健康管理
がもたらす、多
数の被災者の
健康・心理状
態の悪化によ
る死者の発生

「（2-3）劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理がもたらす、多数の被災者の
健康・心理状態の悪化による死者の発生」のフローチャート

物的被害

【B】
住宅・建物
の被害

【C】
福祉施設
等の被害

【D】 FC 2-4

（略）
ｴﾈﾙｷﾞｰ・物
資の供給途絶

【G】 FC 2-2
（略）

【E】 FC 5-4

（略）
上水道等の
供給停止

【F】 FC 3-3

（略） 行政機能の低下

【I】
福祉ニーズ
の顕在化

例）トイレ、寝床、風呂、
プライバシーの確保、
女性・子供への対応ほ
か

【O】
水・食料
の欠乏、
暑さ・寒さ
等による
体力低下

【L】
避難生活に
関する正し
い情報が行
き渡らない 【P】

被災者
の心身
機能の
低下

【S】
多数の
病症者
（災害
ストレス
による
精神疾
患及び
熱中症
を含む）
の発生

例）車中泊、身寄せ、
テント生活等

【K】
移送を必要とす
る患者の発生

【J】
避難所以外へ
の避難者発生

【H】
大量の

避難者発生

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

13 16

10 14

11

8

17

3 5

10
15

6 7

4
1

2

8 9
2

1
1

1
1

2 1

4

1

1

1

1

3

2

1 1

【Q】
被災者
の心理
状態の
悪化

【N】
福祉サー
ビスの不足

【M】
避難所の
機能低下

医療機能の麻痺

14

起きてはならない最悪の事態２－３のフローチャート

【R】
災害リスクの
高い場所へ
の人口集中



物的被害
問題事象 最悪の事態

【W】
被災地での食
料・飲料水・
電力・燃料等、
生命に関わる
物資・エネル
ギー供給の
停止

「（2-4）被災地での食料・飲料水・電力・燃料等、生命に関わる物資・エネルギー供給の停止」のフローチャート

【B】
供給施設
の被害

【D】
避難所の
被害

【G】
燃料が足り
ない

【I】
エネルギー
が足りない

【H】
情報を収集
できない

【O】
現地で物資・エ
ネルギーを調達
できない

【M】
現地に
物資・エネ
ルギーが届
かない

【L】
物資・エ
ネルギ
ーが調
達でき
ない

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【J】
物資を
運べない

【F】
食料・飲料
水等が足り
ない

【C】
エネルギー
関連施設
の被害

【E】
FC 5-5

交通が
麻痺する

（略）

【K】
被災者・帰宅
困難者が拡大

する

【N】
災害リスクの
高い場所への
人口集中

8
4

6

7

5

9

20

20

5

5

6

4

4

8

2

6 4

6

2

6

3

1

9

3

2

3

2

3

5

4 1

4

3

3

1

3

2

2
1

2

1

4

3

11

起きてはならない最悪の事態２－４のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
想定を超える
大量の帰宅
困難者の
発生、混乱

「（2-5）想定を超える大量の帰宅困難者の発生、混乱」のフローチャート

【F】
大量の

帰宅困難者
の発生

【H】
物資が足り
ない

【E】
帰宅困難者
が必要な
情報を収集
できない

【I】
受け入れ
施設が
足りない

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【G】
道路交通
の混乱

【Ｂ】FC 5-1

（略）→ 情報サービス
の機能停止

【Ｄ】FC 5-5

（略）→
交通が麻痺
する

主な対象）鉄道

【Ｃ】FC 3-3

（略）→

8

4

2

2

5

4

9

2

5

5

5

12

13

13

17

12

行政機能の低下

起きてはならない最悪の事態２－５のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
多数かつ長期
にわたる孤立
地域等の
同時発生

「（2-6）多数かつ長期にわたる孤立地域等の同時発生」のフローチャート

【J】
多数の被災
地が同時に
孤立する

【B】
通信関連施
設の被害

【C】
供給施設の
被害

【G】
支援物資が
足りない

【D】
FC 5-5

（略）→

【Ｆ】
被災地にア
クセスできな
い（脱出もで
きない）

交通が麻痺
する

8

6

17

6

3

8 4

3

10

22

5

1

1
6

【H】
アクセスルート
が限られている【E】

FC 2-1

（略）→
救助資源が
足りない

14

18

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

9

7

13

起きてはならない最悪の事態２－６のフローチャート

【I】
必要情報を
収集できない

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



14※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

問題事象物的被害 最悪の事態

【W】
大規模な自然
災害と感染症
との同時発生

「（2-7）大規模な自然災害と感染症との同時発生」のフローチャート

【G】 FC 2-2

（略） 医療機能の麻痺

初期事象

【A】
大規模自
然災害の
発生

【O】
正しい感染
症等予防
に関する情
報が行き
渡らない

7

7

1

1

1

5

9

9

1
2

堤防等の被害

【T】
予防接種の
接種率低迷

【C】
河川管理施設
の被害

【B】
海岸保全施設
の被害

【D】
下水等集排水管
路、揚水施設の

被害

3

1

1

1

【S】
災害リスクの
高い場所へ
の人口集中

例）車中泊、身寄せ、テント
生活等

3

3 4

1

2

AC AD

AB AC AD

例）人材不足、病床不足等

例）人材不足等

【F】
住宅・建物の被害

【K】
情報伝達が
困難な場所
への避難者
発生

【H】 FC 3-3

（略） 行政機能の低下

【Q】
医療のひっ迫

【P】
行政機能の低下

13

18

【N】
避難所の衛生
環境の悪化

【L】
大規模な感
染症のまん延

【E】
汚水処理施
設の被害

例）マスク、アルコール等

【M】
屋外の衛生
環境の悪化

【I】
泥等の
氾濫

【J】
汚水処理
機能の停止 【U】

疫病・
感染症等
のまん延

起きてはならない最悪の事態２－７のフローチャート

【R】
感染症予防に係る物資の不足



最悪の事態

【W】
被災による司法
機能、警察
機能の大幅な
低下による
治安の悪化、
社会の混乱

「（3-1）被災による司法機能、警察機能の大幅な低下による治安の悪化、社会の混乱」のフローチャート（警察）

【W１】
治安の
悪化

【W２】
社会の
混乱

【Ｃ】
刑事収容
施設の被害

【Ｈ】
被収容者等
の逃走

【Ｅ】
通信関連
施設の被害

【Ｆ】
電力関連
施設の被害

【Ｋ】
信号機等の
停止

【Ｐ】
道路交通
の混乱

【Ｏ】
犯罪の
発生

【Ｎ】
人目の行き
届かないエリ
アの増加

初期事象

【A】
大規模
自然災害
の発生

【Ｌ】
多数の避難
者の発生

【Ｄ】
警察施設
の被害

【Ｍ】
警察機能
の低下

【Ｂ】
司法関連
施設の被害

【Ｇ】
刑事・司法
機能の低下

物的被害 問題事象3

3

4

5

4

3

2

6

1

5

6

7

7

5

4

3

2

4

1

1

2

1

【Ｉ】
治安維持に
関する情報
が収集でき
ない

2

3
例）不審者の誘引・増加

15

起きてはならない最悪の事態３－１のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

【Ｊ】
交通情報が
収集できない



物的被害

問題事象 最悪の事態

【W】
首都圏等での
中央官庁
機能の
機能不全

【B】
官庁施設の
被害

【C】
エネルギー

関連施設の被害

「（3-2） 首都圏等での中央官庁機能の機能不全」のフローチャート

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【M】
活動拠点を
確保できない

【N】
電力が
足りない 【Q】

通常
業務
がで
きな
い

例：電波塔、波浪計、津波検知器等

【J】
人手が
足りない

【L】
食料・飲料水
等が足りない

【G】
中央官庁における
業務量の増加

（略） 交通が麻痺する

【F】
職員等の被災

【E】
FC 5-5

【H】
職員が
参集で
きない

（略） 交通が麻痺する

【K】
決定権者不
在による混乱

【P】
災害
対応
業務
がで
きな
い

【O】
必要情報を
収集できない、
情報が錯綜
する

10

11

4

6

16

4

5

19

13

8

7

3

5

3

13 12

4

1

8

2

4
4

4
5

2

3

2

2

1

1

2
1

2
1

1 1

NP
NP

NQ
NQ

OP

OQ

PW
QW

1
1

1

1

JP JQ

LP

LQ

1 1

KP

KQ

2

3

MP

MQ

16

【I】
燃料が
足りない

【D】
通信関連
施設等の被害

起きてはならない最悪の事態３－２のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



物的被害

問題事象 最悪の事態

【W】
地方行政
機関の職員・
施設等の被災
による機能の
大幅な低下

【C】
エネルギー

関連施設の被害

「 （3-3） 地方行政機関の職員・施設等の被災による機能の大幅な低下」のフローチャート

【D】
通信関連
施設の被害

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【M】
活動拠点を
確保できない

【N】
電力が
足りない 【Q】

通常
業務
がで
きな
い

【J】
人手が
足りない

【L】
食料・飲料水
等が足りない

【G】
地方行政機関にお
ける業務量の増加

（略） 交通が麻痺する

【F】
職員等の被災

【E】
FC 5-5

【H】
職員が
参集で
きない

（略） 交通が麻痺する

【K】
決定権者不
在による混乱

【P】
災害
対応
業務
がで
きな
い

【O】
必要情報を収
集できない、情
報が錯綜する

7

10

6

8

15

5

5

18

15

7

7

1

8

4 64

3

7

6

10 1

6

6

6

10

5

9 5

5

5

6

3

4 4
4 1

3

3

1 5

5

10

4

3 3

JP JP
JQ

KP KQ

LP LQ

MPMP

MQ
NP

NQ

OP

OQ

PW QW

17

【B】
地方行政
施設の被害

【I】
燃料が
足りない

起きてはならない最悪の事態３－３のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
サプライ
チェーン・一
極集中の寸
断等による企
業の生産力・
経営執行力
低下による国
際競争力の
低下

初期事象

【A】
大規模
自然災害
の発生

「（4-1）サプライチェーンの寸断・一極集中等による企業の生産力・経営執行力低下による国際競争力の低下」のフローチャート

【E】
目標1、2

（略）→ 死傷者の発生

【J】
本社機能
が機能しな
い

【K】
部品・原料
がない

【B】
供給施設の被害

【N】
製品を作れない

【O】
完成した製品を
出荷できない

【L】
工場を動
かせない

（略）→

交通・通信インフラの麻痺

3

1
3

5

3

3

6

1

7

6

5

3

4

5

3

6

4

4

19

19

7

6

4

5

2

2

4

2

622

5

AHAI

AI AH

HL

IL

HK

IK

IJ

HJ

IO
HO

IM

HM

【D】
卸・仲卸業者・物流施

設の被害

【P】
災害リスクの高
い場所への人
口集中

【C】
工場等の被害

【M】
代替の物流拠点
を確保できない

物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
サプライ
チェーン・一
極集中の寸
断等による企
業の生産力・
経営執行力
低下による国
際競争力の
低下

初期事象

【A】
大規模
自然災害
の発生

【E】目標1、2

（略）→ 死傷者の発生 【J】
本社機能が
機能しない

【K】
部品・原料
がない

【B】
供給施設の被害

【G】FC 5-2,5-3

（略）→ ｴﾈﾙｷﾞｰ供給の停止

【H】FC 5-5

（略）→ 交通が麻痺する

【N】
製品を作れない

【O】
完成した製品を
出荷できない

【L】
工場を動
かせない

【F】FC 5-4

（略）→ 上水道等の供給停止

【I】FC 5-1

（略）→ 情報サービスの機能停止

交通・通信インフラの麻痺

31
3

5

3

3

6

5

1

113

7

6

5

3

4

5

3

15

6

4

1214
4

19

19

7

6

4

5

2

2

4 2

622

5

AHAI

AI AH

HL

IL

HK

IK

IJ

HJ

IO
HO

IM

HM

【D】
卸・仲卸業者・物
流施設の被害

【C】
工場等の被害

【M】
代替の物流拠点
を確保できない

【Q】
生産・物流拠
点の一極集中

【P】
災害リスクの
高い場所へ
の人口集中

54

18

起きてはならない最悪の事態４－１のフローチャート

7 7

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



19
※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

問題事象

物的被害（二次）

物的被害（一次）

【W5】
市街地への
延焼

「（4-2）コンビナート・高圧ガス施設等の重要な産業施設の火災・爆発に伴う有害物質等の大規模拡散・流出」のフローチャート

最悪の事態

【W】
コンビナート・
高圧ガス施設
等の重要な産
業施設の火
災・爆発に伴
う有害物質等
の大規模拡
散・流出

【W2】
海域の汚染

【K】
海域における大
規模火災が発生

【B】
コンビナート・重要な
産業施設の被害

【F】
火災の発生

【G】
石油、ガス有害物質

等の流出

堤防等の被害

【E】
下水等集排水管路、
揚水施設の被害

【D】
河川管理施設
の被害

【C】
海岸保全施設等

の被害

【W4】
市街地の
損壊

【I】
津波等の浸水

【H】
コンテナ、船舶など
漂流物の発生

初期事象

【A】
地震・津
波・高潮の
発生

2

5

1

1

3

1 4 1

4 4 1

AＤ
AB

AC

AＤAB AC

1

1
3 1

4 6
3 CI

【W3】
有害物質の
大規模拡散・
流出による被
害の拡大

【W1】
コンビナート・
重要な産業施
設の損壊、火
災、爆発等

【J】
大規模爆発等
の発生

3

起きてはならない最悪の事態４－２のフローチャート



20
※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

問題事象物的被害

「（4-3）海上輸送の機能停止による海外貿易、複数空港の同時被災による国際航空輸送への甚大な影響」のフローチャート

最悪の事態

【W】
海上輸送の
機能停止によ
る海外貿易、
複数空港の
同時被災によ
る国際航空輸
送への甚大な
影響

【I】
大規模な復旧需要の発生

【P】
輸送機
能の低
下の長
期化

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生 例）構造物・電柱等占有物・信号機など

1

1

3 5

14

【F】
複数空港の同時被害

【H】
空港・航空会社の人員不足

【G】
航空機、資機材の被害

【B】
船舶の被害

【K】
国内の港湾施設の
代替利用ができない

【C】
航路標識等の被害 【J】

漂流物等による航路
障害の発生

1

1

6
7

1

1

3 5

7

【O】
国際輸
送が麻
痺する

【L】
人員・資材等の不足

【M】
海上輸
送が麻
痺する

【N】
航空輸
送が麻痺
する

【D】
港湾施設の被害・機能不全

4 41

2
35

3

6

3

7

6

7

起きてはならない最悪の事態４－３のフローチャート

【E】
道路・鉄道施設等の被害



物的被害 問題事象

「（4-4）金融サービス・郵便等の機能停止による国民生活・商取引等への甚大な影響」のフローチャート

最悪の事態

【W】
金融サービ
ス・郵便等の
機能停止によ
る国民生活・
商取引等へ
の甚大な影響

【C】
本店・店舗の
被害

【B】
システムセン
ターの被害

【L】
入金・決済等
の商取引が
できない

【D】
中央銀行の
被害

【F】FC 3-2

（略）
中央官庁機能
の機能不全

【J】
中央銀行・市場にお
ける人員・電力不足
および通信機能停止

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生 【M】

市場機能の
停止

【G】FC 5-5

交通が麻痺
する

（略）

4

4

4

12

11

3

4

4

4

1

6

1

3

3

1

3

8

2
8

2

4

4

4

16

15
5

1

1

【N】
郵便サービス
の停止

【E】
郵便局の被害

3

21

【H】
システムセンターに
おける人員・電力
不足および通信機

能停止

【I】
本店・店舗における
人員・電力不足お
よび通信機能停止

起きてはならない最悪の事態４－４のフローチャート

【K】
預金データ等
の消失および
通信不良

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

※A～L間の施策は、災害
によらない金融系のシステ
ム障害対策としても一部寄
与する



物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
食料等の安
定供給の停
滞に伴う、国
民生活・社会
経済活動への
甚大な影響

「（4-5）食料等の安定供給の停滞に伴う、国民生活・社会経済活動への甚大な影響」のフローチャート

【M】
物資を運べない

【N】
食料等を製造
/加工できな

い

【J】
農林水産物
が不足する

【Ｅ】
卸・仲卸業者・
物流施設の被害

【B】
大規模な農地・林地・漁場の被害

【L】
原材料・水資
源が足りない

【G】 FC 5-2,5-3

（略）→ ｴﾈﾙｷﾞｰ供給の停止

【H】 FC 5-1

（略）→情報サービスの機能停止

【I】 FC 5-5

（略）→

【D】
製造・加工業者の被害

【C】
供給施設の被害

【F】 FC 5-4

（略）→

【K】
情報を収集で
きない

初期事象

【A】
大規模自
然災害の
発生

2

6

7

3

1

1

16

17 3

2

1

5

5
4

5

11

14

9

10

17

20

5

6

2

5

1

1

2

1

1

1

1

1

3

1

1

22

起きてはならない最悪の事態４－５のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

交通が麻痺する

上水道等の供給停止



問題事象 最悪の事態

【W】
異常渇水等
による用水供
給途絶に伴う、
生産活動へ
の甚大な影響

「（4-6）異常渇水等による用水供給途絶に伴う、生産活動への甚大な影響」のフローチャート

【W１】
工業生産
活動への甚
大な影響

【E】
農業用水の
供給不足

【D】
工業用水の
供給不足

初期事象

【A-1】
異常気象
の発生

【G】
工場の減産・
操業の停止

【W2】
農業生産
活動への甚
大な影響

【W3】
社会・個人
生活への甚
大な影響

【F】
水道用水の
供給不足

【A-2】
地震の発生

物的被害

【B】
利水施設の
被害

用水の供給不足

4

5

4

2

3
3

22

CD CE CF

BD BE
BF

BF

23

起きてはならない最悪の事態４－６のフローチャート

【H】
農地ひび割
れ、農作物
枯死等

【C】
対象地域の
降水量の
不足

2

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



24※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

物的被害（一次）

物的被害（二次）

【F】
降灰の堆積

【O】
農地等の被
害の拡大

【N】
林地の被害
の拡大

【H】
農山漁村の
被害

【Q】
海岸部の被
害の拡大

初期事象

【A-1】
豪雨・火山
噴火・津
波・高潮の
発生

【B】
森林の管理不足等

最悪の事態

【W】
農地・森林や生態
系等の被害に伴う
国土の荒廃・多面
的機能の低下

「（4-7）農地・森林や生態系等の被害に伴う国土の荒廃・多面的機能の低下」のフローチャート

【A-2】
豪雨・高潮
の発生

【E】
高潮・浸水
被害の発生

【G】
農地等の
被害

【K】
不安定土砂の増大

【D】
山地災害の発生・
森林の被害

2

1

9 3
3

1

1

9

9

6

4

6

4

6

1

1

1

4

4
4

6

79
10

10

7

10
4

8

3 5

3

1

1

1

1
4

4

【P】
生態系の
被害の拡大

【I】
農山漁村集
落の居住者
の減少・高
齢化

起きてはならない最悪の事態４－７のフローチャート

【C】
海岸防災林の被害

【J】
農山漁村

集落の衰退・消滅
地域コミュニティ
機能の低下

【L】
森林の公益的機
能の低下

山地災害防止
水源涵養等

【M】
農業の有する

多面的機能の低下
国土保全
水源涵養等



25

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
テレビ・ラジオ
放送の中断や、
通信インフラの
障害により、イ
ンターネット・
SNSなど、災害
時に活用する
情報サービス
が機能停止し、
情報の収集・
伝達ができず、
避難行動や救
助・支援が遅
れる事態

「（5-1）テレビ・ラジオ放送の中断や通信インフラの障害により、インターネット・SNSなど、災害時に活用する
情報サービスが機能停止し、情報の収集・伝達ができず、避難行動や救助・支援が遅れる事態」のフローチャート

【T】
正確な
情報が
伝わら
ない

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【O】
情報発信
手段を失う

【P】
発信すべき
情報を収集
（受信）、加
工できない
主体：通信事業者、行政、
住民等

主体：通信事業者、
行政、住民等

【Q】
情報を
受信で
きない

例）データセンター、サーバ、個人のPC等

例）ツイッターのサーバ落ち等

【N】
情報受
信手段
を失う

主体：通信事業
者、行政、住民
等

【G】FC 5-5

（略）→
交通が麻痺
する

9

11

21

1

143

8

6

5

5

3

6

3

1
2

1
4

1

3

1

4

2

3
2

2

1

2

1

【K】
通信イ
ンフラ
の麻痺
・機能
の停止

【C】
電力関連施
設の被害 【L】

ラジオ放送、
有線放送等
の中断

1

【J】
難視・難聴
地域の存在

【R】
情報が
発信で
きない

【M】
情報発信業務に
従事する職員の

不足

【F】
記録媒体の損失等
による情報の喪失

【D】
システムトラ
ブルによる
通信障害等

【E】
システムのダウン

【S】
虚偽情報（デ
マ）の拡散により
混乱が生じる

2 3

12

1

【I】
通信関連施
設に電力が
供給されない

【H】
通信需要
の増加

【B】
通信・放送関
連施設の被害

起きてはならない最悪の事態５－１のフローチャート



起きてはならない最悪の事態５－２のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの 26

物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
電力供給ネッ
トワーク（発変
電所、送配電
設備）の長期
間・大規模に
わたる機能の
停止

【C】FC 5-1

（略）

【D】FC 5-5

（略）

【L】
人員・資材等
の不足

【Q】
電力供給システ
ムの機能停止

交通が麻痺
する

初期事象

【A】
大規模自
然災害の
発生

【F】
損壊箇所
を特定する
情報や技
術の不足

「（5-2）電力供給ネットワーク（発変電所、送配電設備）の長期間・大規模にわたる機能の停止」のフローチャート

【P】
原料・燃料・材料が調達できない

【K】
損壊場所
にアクセス
できない

7

17

1

1

6

2

5
8

6

2

1

1

1

1

4

1

6

17

5
1

3

12

【M】
専門技術者の不足

【N】
災害時の対応方針
が整理されていない

【E】
電力需要
のひっ迫

【J】
損壊に関する情
報を収集できない

【G】
電力需要量を
抑えられない
【H】

電力供給量を
維持できない

【B】
電力関連施設
の被害

【O】
危険で近寄る
ことができない

情報サービス
の機能停止

【I】
大規模な
復旧需要
の発生

【R】
復旧工事
が遅れる



物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
都市ガス・石
油・ＬＰガス等
の燃料供給施
設等の長期間
にわたる機能
の停止

【B】
都市ガス・石油
・LPガス関連施
設（備蓄施設を
含む）の被害

【C】FC 5-1

（略）

【D】FC 5-5

（略）

【I】
人員・資材等
の不足

【N】
都市ガス・石油・
LPガス関連施設
の機能停止

交通が麻痺
する

初期事象

【A】
大規模自
然災害の
発生

【E】
損壊箇所を
特定する情
報や技術の
不足

「（5-3）都市ガス・石油・ＬＰガス等の燃料供給施設等の長期間にわたる機能の停止」のフローチャート

【M】
原料・燃料・材料が調達できない

【H】
損壊場所
にアクセス
できない

7

17

1

1

6

2

5
8

6

2

1

1

1

4

1

6

17

5 1

3

【F】
大規模な
復旧需要
の発生

1
2

【G】
損壊に関す
る情報を収
集できない

【J】
専門技術者の不足

1

【L】
危険で近寄る
ことができない

【O】
復旧工事
が遅れる

情報サービス
の機能停止

【K】
災害時の対応方針
が整理されていない

27※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

起きてはならない最悪の事態５－３のフローチャート



28
※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
上下水道施設
の長期間にわ
たる機能停止

【F】FC 5-1

（略）

【O】
上下水道施設
の機能停止

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

情報サービス
の機能停止

「（5-4）上下水道施設の長期間にわたる機能停止」のフローチャート

5

4

10

5

1

1

4

6

1

8

9

14

6

4

【P】
復旧
工事が
遅れる

【I】
大規模な
復旧需要
の発生

【L】
人員・資材
等の不足

【G】FC 5-5

（略）
交通が
麻痺する

【J】
損壊に関す
る情報を収
集できない

【K】
損壊場所に
アクセス
できない

10

【H】
損壊箇所を
特定する情
報や技術の
不足

【N】
危険で近寄るこ
とができない

【M】
専門技術者の不足

1

3

16

【E】FC 5-2,5-3

ｴﾈﾙｷﾞｰ供
給の停止

（略）

3

3

【B】
上水道施設等の被害

9

10

2

2

1

【C】
下水等集排水管路、
揚水施設の被害

【D】
汚水処理施設の被害

1

3

1

3

1

3

1

1

11

起きてはならない最悪の事態５－４のフローチャート



29※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの

物的被害 問題事象 最悪の事態

【W】
太平洋ベルト地
帯の幹線道路
や新幹線が分
断するなど、基
幹的陸上海上
航空交通ネット
ワークの機能停
止による物流・
人流への甚大
な影響

「（5-5）太平洋ベルト地帯の幹線道路や新幹線が分断するなど、
基幹的陸上海上航空交通ネットワークの機能停止による物流・人流への甚大な影響」のフローチャート

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

基幹的交通ネットワークの被害

例) 被災地内→外
被災地外→内

10

13 11

9
13 8

7 8 1

3

3
1

3

10

19 14

9 14 5

8 7 1

1

【C】
道路施設の被害

【E】
鉄道施設の被害

【F】
鉄道の閉塞

【H】
港湾・漁港施
設の被害

【I】
航路の閉塞

【J】
空港施設の被害

【D】
道路の閉塞・
陥没

【G】
自動車等の被害

【T】
災害リスクの
高い箇所への
交通需要集中

AF

AH AI AJ

AC AEAD

CK DK EK

HK

IK
JK11

【B】
防災イ
ンフラ
の被害

12

【L】FC 5-2,5-3

（略）

【M】FC 5-1
（略）

【O】
危険で近寄る
ことができない

【N】
大規模な復旧
需要の発生

10

8

6

6

1

1 1

14

9

7

5

【K】
損壊箇所を特
定する情報や
技術の不足

情報サービスの機能停止

ｴﾈﾙｷﾞｰ供給の停止

【S】
専門技術
者の不足

【R】
人員・資材等の不足

【P】
交通が麻痺する

1 1

起きてはならない最悪の事態５－５のフローチャート

【Q】
損壊に関する情
報を収集できない

1

1

【U】
復旧工事
が遅れる

【V】
物流・人
流への
影響の
長期化



問題事象物的被害 最悪の事態

【W】
自然災害後
の地域のより
良い復興に向
けた事前復興
ビジョンや地
域合意の欠
如等により、
復興が大幅に
遅れ地域が
衰退する事態

「（6-1）自然災害後の地域のより良い復興に向けた事前復興ビジョンや地域合意の欠如等により、
復興が大幅に遅れ地域が衰退する事態」のフローチャート

【H】
他地域へ
の移住

【C】
FC 6-4

（略）→
仮設住宅・仮
事業所等の整
備が進まない

【K】
被災前の
地域の状
況に戻ら
ない

【J】
被災者
の孤立

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【D】
長期的
な操業
停止

【F】
地域に
留まるの
が難しい

【B】
FC 4-1,4-5

（略）→

10

3

2

1

3
1 1

14

4

1

2
1 1

【I】
コミュニ
ティの機
能低下

【G】
地域人口の減少・
高齢化・活力低下【E】

より良い復興
に向けたビジ
ョンの欠如

30

起きてはならない最悪の事態６－１のフローチャート

製品・食料等
を作れない

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



問題事象物的被害 最悪の事態

【W】
災害対応・復
旧復興を支え
る人材等（専
門家、コーディ
ネーター、ボラン
ティア、NPO、企
業、労働者、地
域に精通した技
術者等）の不
足等により復
興できなくな
る事態

「（6-2）災害対応・復旧復興を支える人材等（専門家、コーディネーター、ボランティア、NPO、企業、労働者、地域に精通した技術者等）
の不足等により復興できなくなる事態」のフローチャート

【F】
専門的技術
者等の人材が
不足している

【B】
住宅・建物の
被害

【D】
大規模な
復興需要
の発生

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

4

6

2

5

7

12

2

1

31

【E】
地域人口の
減少・高齢化
・活力低下

【H】
災害対応・
復旧復興
を支える地
域の人材
が足りない 【J】

災害発生後の合意
形成が遅れ、土地
利用等の計画が策
定できない

【I】
復旧工事の遅れ

【C】
土木構造物
の被害 【G】

他地域へ
の移住

起きてはならない最悪の事態６－２のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



最悪の事態

【W】
大量に発生す
る災害廃棄物
の処理の停滞
により復興が
大幅に遅れる
事態

【L】
災害廃棄
物を仮置
できない

「（6-3）大量に発生する災害廃棄物の処理の停滞により復興が大幅に遅れる事態」のフローチャート

【J】
災害廃棄
物を運べ
ない

【Ｂ】
住宅・建物
の被害

【Ｈ】
大量の災害
廃棄物の
発生

【O】
災害廃棄
物の処理
ができない

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【K】
仮設処理
施設が整備
できない

物的被害 問題事象
4

12

10

10

3

4

6

6

4

3

1

3

7

16

14

14

5
2

1

【D】
廃棄物処理
施設の被害

【E】FC 5-5

（略）→ 交通が麻痺
する

【F】FC 6-1

（略）→ エネルギー
供給の停止

【G】FC 5-4

（略）→ 復旧工事
の遅れ

【N】
最終処分
場の不足

2

【I】
大規模な建設
需要の発生

【M】
人員・資材等
の不足

1

【C】
災害リスクの高
い場所への
資産集中

32

起きてはならない最悪の事態６－３のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



問題事象物的被害 最悪の事態

【W】
事業用地の
確保、仮設住
宅・仮店舗・
仮事業所等
の整備が進ま
ず復興が大幅
に遅れる事態

【E】
多様な建
設需要の
発生

【H】
土地利用等
の計画策定
が遅れる

「（6-4）事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅に遅れる事態」のフローチャート

【G】
地域内での
合意形成
が遅れる

【F】
所有者や境界等
が不明な土地が
大量に存在する

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【D】
大規模な
建設需要の
発生

【I】
建設事業
のための人
手や物資が
足りない

【J】
用地取得
が大幅に
遅れる

【K】
住宅や事業
用地の施工
が大幅に遅
れる

3

1

2

3

5

2
5

2

2

2

【B】
災害リスク
の高い場所
への人口
集中

【C】
生活や事
業に関わる
施設・設備
の被害

1

33

起きてはならない最悪の事態６－４のフローチャート

※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



問題事象物的被害初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

最悪の事態

【W】
貴重な文化財
や環境的資産
の喪失、地域
コミュニティー
の崩壊等によ
る有形・無形
の文化の衰
退・損失

「（6-5）貴重な文化財や環境的資産の喪失、地域コミュニティーの崩壊等による
有形・無形の文化の衰退・損失」のフローチャート

【C】
貴重な
文化財の
被害

【W１】
有形文化の
衰退

【W2】
無形文化の
衰退・損失

【D】
環境的資産
の被害

【E】
コミュニティ
の崩壊

6

5

2

1

2

1

9

6

3

2

1

【B】
FC 6-1,6-2

（略）→

11

14

復興の大
幅な遅れ
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※吹き出し内の数字は現FCの施策数をそのまま記載したもの



問題事象

物的被害

【B】
FC 4-2
有害物質の大
規模拡散・流出

【F】
FC 4-1,5-2,5-3

「（6-6）国際的風評被害や信用不安、生産力の回復遅れ、大量の失業・倒産等による国家経済等への甚大な影響」のフローチャート

最悪の事態

【W】
国際的風評
被害や信用
不安、生産力
の回復遅れ、
大量の失業・
倒産等による
国家経済等
への甚大な
影響

【N】
大幅な経
済活動の
縮退

（略）

初期事象

【A】
大規模自
然災害の
発生

【D】
FC 4-4

（略） 金融機能
停止

【E】
FC 6-1,6-2,6-3

（略）

【J】
海外
需要の
低下

復興の大幅
な遅れ

（略）

【C】
FC 6-5

（略） 文化の衰退

【K】
民間
需要の
低下

4

5

15

13

13

1

5

4

4

14

15

15

1

【G】
国際的風
評被害の
拡大

1

【I】
大量の
倒産の
発生

【M】
需要
低下

サプライチェーン
の寸断

1

【L】
供給力
低下

【H】
信用の
不安の
発生

35
2

起きてはならない最悪の事態６－６のフローチャート
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